
１．はじめに

慢性腎臓病（ＣＫＤ）は２００２年に米国で最初に提唱され

世界的に導入されている疾患概念ですが、慢性腎臓病は進

行すると血液透析が必要となる場合もあり、健康な生活をおく

るうえで重要な課題となっています。映画、レッズでウオーレン・

ベイテイ演じる主人公のジョン・リードは「腎臓なんて一個あ

ればいい。」、といってましたがやはり腎臓は生きていくうえで非

常に重要な役わりをになっています。高血圧や糖尿病、肥満、

脂質異常症、高尿酸血症も慢性腎臓病を悪化させる要因とな

り、こういった持病のあるかたは腎機能の低下に注意が必要

です。

２．腎臓の解剖とはたらき

　腎臓は左右に一個ずつ、おなかの中、後腹膜の上部にあり

ます。長径１０㎝、重さ１００グラムほどで、おおむねそのひとのに

ぎりこぶしほどの大きさです。仕事は血液のろ過、血圧のコント

ロール、ホルモンの分泌など多岐にわたります。なかでも大事な

仕事が血液のろ過、いらないものを尿として体外にだすことで

す。腎臓の機能をはたす構造単位をネフロンといい、ひとつの

腎臓に百万個ほどあり、糸球体、尿細管、集合管から成り立っ

ていて、からだでできた不要なものを排出するためにはたらいて

います。腎臓は細い、小さな血管が集まってできており、多くの

血液が腎臓に集められ尿を作っていきますが、動脈硬化などに

より血管が傷んでくると、腎臓のはたらきがおち、からだに不要な

ものを十分に排出できなくなり、ク

レアチニンや尿素窒素が体内に

蓄積していきます。こういった状態

が続くと腎機能低下が進行して

いきます。

３．慢性腎臓病（ＣＫＤ）の定義、重症度分類

　慢性腎臓病は、腎障害を示唆する所見（検尿所見、画像

診断、血液異常、腎病理組織異常など。とくに蛋白尿が重要）

の存在と糸球体ろ過量の低下（健康なひとの60%未満）があ

ること、この二つのいずれか、または両方が三ヶ月以上持続す

ることにより診断します。糸球体ろ過量は血清クレアチニンの

値と年齢、性別からおおよその糸球体ろ過量（推算糸球体ろ

過量,eGFR）を計算します。重症度は原因疾患とeGFRの値

から腎機能の程度をわけ、アルブミン尿、蛋白尿の値から分類

します。

４．腎臓のはたらきに影響をあたえる因子とは

　慢性腎臓病における腎機能低下

には多くの増悪因子が関与していま

すが、喫煙、大量の飲酒、肥満（メタ

ボリックシンドローム）、脂質異常症、

高尿酸血症、糖尿病などが重要な

因子です。こういった原疾患のある
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かたはかかりつけの医師に相談し、コントロールすることがのぞ

まれます。末期になり腎臓のはたらきがおちると透析治療が必

要になることもあります。事実、糖尿病などによる透析の導入は

最近増加傾向にあり、現在全国での透析患者は３０万人ともい

われています。

５．健診で自身の腎臓のはたらきを把握しましょう。

　このように非常に大切なはたらきをしてくれる臓器ではありま

すが、ほとんどのかたはふだんあまり腎臓のことを気にかけてい

ないことと思います。健康診断や人間ドックの検査で腎機能を

知る指標になるものに尿検査と血液検査があげられます。尿検

査は蛋白尿の有無が重要です。蛋白は腎機能の低下にともな

い尿中にでてきます。前日にはげしい運動をした等でもでること

もありますが検診時の検査などで尿蛋白がでて精査要となれ

ばそのままにせず医療機関を受診して腎機能低下の有無を確

認しましょう。慢性腎臓病は初期にはほとんど症状はでません

が、多くは自覚症状のないまま進行していきます。血液検査の血

清クレアチニン値から算出される推定糸球体ろ過率も腎臓のは

たらきを知る指標となります。高度の腎機能低下をしめす例で

は透析が必要になってくる場合もあります。腎臓は健康にすご

すうえで非常に重要なやくわりをになっています。慢性腎臓病は

透析予備軍であり、多くは心血管病の危険因子を合併し、その

進展とともに心血管死の危険率も高くなっていきます。高血圧、

糖尿病、高尿酸血症など慢性腎臓病をきたす持病のあるかた

はそのままにせず適切な治療をうけましょう。肥満や脂質異常症

といった生活習慣病にも要注意です。尿検査や血液検査でま

ずは自身のいまの状態

を把握しましょう。いま日

本では約３０万人の患

者が血液透析をうけて

いますがその数は年々

増加しています。早期

発見、早期治療が重要

です。みなさんどうか腎

臓をたいせつに・・・。

慢性腎疾患における腎機能低下の増悪因子 

１． 不適当な食事
２． 感染症：肺炎、尿路感染症など
３． 急激な血圧の変動
４． 水・電解質異常：脱水など
５． 尿路疾患：尿路結石など
６． 腎毒性薬剤：造影剤、抗生物質など
７． 手術、外傷
８． 腎血流量の低下：心肺機能低下など
９． 原疾患の急性増悪
１０． 尿細管の閉塞：高尿酸血症、溶血など
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公益財団法人 JKAの平成 29 年度検診車整備事業
により、最新鋭のマンモグラフィ検診車を更新整備いた
しました。
今回、整備した新しい検診車は、平面型X線検出器

（フラットパネルディテクタ／ FPD装置）を搭載した撮
影装置を使用することで、現在のCR（コンピューテッド
ラジオグラフィ）を用いた装置と比べ、X線による被爆
線量が大幅に削減されるほか、撮影から検像（画像確
認）までの時間も短縮され、一人あたりの検査時間が
短縮されることにより、受診者の方に安心で快適な乳が
ん検診を実施することが出来ます。
当機構が保有するマンモグラフィ検診車は、県内唯

一のマンモグラフィ検診車であり、検診車による乳がん
検診は、医療機関の少ない地域においても精度の高い
検診を県民に等しく提供する上で重要な役割を担ってい
ます。
当機構といたしましては、この最新鋭の撮影機器を搭
載した新しいマンモグラフィ
検診車を駆使して県内全域
を巡回し、県民の皆様の乳
がんの早期発見、早期治
療、健康増進を図るため、
この検診車を大いに活用さ
せていただきます。

マンモグラフィ
検診車紹介

整備事業費
５８，７０８，８００円

うち公益財団法人JKA補助金
25,000,000円
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９月はがん征圧月間として、全国各地でさまざまな行事が展
開されました。徳島県では「健康を考える県民のつどい」が、徳
島県、公益財団法人とくしま未来健康づくり機構、全国健康保
険協会徳島支部、徳島県教育委員会の共催により、去る９月
１１日、あわぎんホール（徳島県郷土文化会館）において関係
団体、市町村保健担当者、婦人会等約６４０人の参加を得て
盛大に開催されました。

表彰式典では、主催者のあいさつの後、健康づくり推進活
動に功労のあった個人７名と４団体に徳島県知事表彰が贈ら
れ、続いて、当機構からは、住民の健康づくりとがん並びに結核

予防対策事業の推進に貢献のあった個人５名と２団体に理事
長表彰を贈呈しました。また、よい歯の高齢者として３７３名に徳
島県歯科医師会長表彰が贈呈されました。

式典終了後、徳島県保健福祉部次長鎌村好孝氏を座長に
COPD（慢性閉塞性肺疾患）についてのシンポジウムを行いま
した。

まず、徳島大学大学院医歯薬学研究部医療教育学分野准
教授吾妻雅彦氏から「ご存じですか？COPD」というテーマで
講演がありました。

その後、徳島市医師会COPD対策・禁煙推進委員会委員
長・中瀬医院院長中瀬勝則氏から「徳島市医師会における
COPD対策の取組について」というテーマで、続いて、日亜化学
工業株式会社環境安全部健康管理センター統括産業医斎藤
恵氏から「事業所における禁煙対策について」というテーマで
それぞれ事例報告がありました。

本日のつどいの参加を機会に、皆様が健康で快適な生活の
確保を図るため、一人ひとりが健康の重要性を認識し「自分の
健康は自分で守る」という自覚をお持ちいただくことで「健康を
考える県民のつどい」の成果があったものと考えております。
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ＲＦＬ（リレー・フォー・ライフ）徳島２０17 ～東新町商店街としおかぜ公園の２カ所で開催～

リレー・フォー・ライフとは１９８５年にアメリカワシントン洲シア
トル郊外で、アメリカ対がん協会の医師が始めたのが最初で、
がん患者やがんを克服した人たち、また、その家族、友人、
医師などが十数人づつのチ－ムを組み、リレー形式で２４時間
歩き続けることで、がんと闘う人たちの勇気を称え、社会支援
を呼びかけるイベントです。

徳島県では、徳島市の東新町商店街と小松島市のしおか
ぜ公園の２カ所での開催となりました。

「リレー・フォー・ライフとくしま」では、パンフレットを配布す
るとともに、乳がんの無料検診を実施しました。

また、「リレー・フォー・ライフ小松島」においては、乳が
ん、肺がんの無料検診を実施し、パンフレットの配布、乳がん
触診モデルの展示を行うとともに、初回から参加しているリレー
ウォークに当機構もチームを編成し、職員が２４時間交代でタ
スキをつなぎ、無事に２４時間歩き続けることが出来ました。

リレー・フォー・ライフはたくさんのボランティアの方々の協力
が必要です。

是非、リレー・フォー・ライフの趣旨をご理解いただき、ご参
加くださいますようお願いいたします。

平成2 9年度
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９月２４日から３０日の結核予防週間中に、全国各地で複十

字シール運動キャンペーンが実施されました。

この運動は、複十字シールの意義や目的を広く一般に伝

え、結核予防の普及啓発を目的として全国一斉に行われま

す。当機構でも「健康を考える県民のつどい」開催時に、あわ

ぎんホールにおいて、徳島県と徳島県婦人団体連合会（全国

結核予防婦人団体連絡協議会徳島県支部）の協力を得て

パンフレットを配布し、結核検診の受診と複十字シール募金運

動への協力を呼びかけました。　

このような活動を通じて、忘れがちになっている結核に関心

を持っていただければと考えております。

結核のない世界をつくるための募金活動、複十字シール運

動が、結核予防会各県支部が各都道府県知事を表敬訪問

し、全国一斉にスタートしました。

徳島県でも、公益財団法人とくしま未来健康づくり機構（結

核予防会徳島県支部）と一般財団法人徳島県婦人団体連

合会（全国結核予防婦人団体連絡協議会徳島県支部）と

が共同で徳島県知事を訪問し、複十字シール運動の意義、

目的をご理解いただき、各自治体から結核予防思想につい

て広く一般に伝え一層の普及を図っていただくよう運動への

協力をお願いしました。

～全国一斉複十字シール運動開始～
都道府県知事表敬訪問

結核予防複十字シール運動
キャンペーン

複十字シール運動は、世界中の結核を撲滅し、肺

がんやその他の胸部の病気をなくすため、世界の

各国で行われている募金活動です。日本の複十字

シール運動は昭和27年にスタートし、今日まで着実

な成果をあげています。こうした活動は皆様の貴重

な援助や寄付に支えられてます。

複十字シール運動を通じて結核や胸の病気に関

心を持っていただき、募金へのご協力を賜りますよう

心よりお願い申し上げます。

～複十字シール運動～

平成２８年度　募金額　３，０１５，２０８円
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　当機構のホームページにも健康に関する情報を
掲載していますので是非、アクセスしてみてください。

健診センター地図
　当センターにお越しの方は、
駐車場より赤の矢印の方向に
お進みください。（近道になります）

※実線　：駐車場までの自動車進路、
　点線　：徒歩進路

ホームページについて

JR蔵本駅下車 徒歩3分

徳島バス・市営バス ： 中央病院前下車
徒歩1分

バ　ス

Ｊ　Ｒ

ホームページ　
ＵＲＬ　http://www.toku-souken.ne.jp/

お知らせ

駐車場案内

糖尿病の患者数は

世界でも、日本でも増

加しており深刻な問題

となっています。

11月14日はインスリ

ンを発見したバンディ

ング博士の誕生日で

あり、「世界糖尿病デー」です。糖尿病の予防や治療を喚起する

ためのシンボルマークはブルーサークルで、世界糖尿病デーの日

を中心にいろいろな場所や建物が青色にライトアップされます。

当機構でも、世界糖尿病デーの１１月１４日から３０日までの約２

週間、施設建物前の植木をブルーライトアップしました。

世界糖尿病デーにあわせてブルーライトアップ！
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